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平成23年度下半期の財政状況を
お知らせします

　町民の皆さんに海田町の財政状況を知っていただくために、平成23年度予算の3月末現在の
執行状況をお知らせします。詳細は、財政課で確認できます。また、町ホームページの「行政情報」
の中にも掲載しています。

●会計別の収支状況
会計名 予算現額（A） 収入済額（B） 収入率（B/A） 支出済額（D） 執行率（D/A）

一般会計 93億3,377万円 84億2,216万円 90.2% 78億403万円 83.6%
特別会計 61億2,343万円 45億4,507万円 74.2% 56億2,411万円 91.8%

水道事

業会計

収益的収入 4億2,978万円 4億989万円 95.4% － －
収益的支出 4億1,685万円 － － 2億9,773万円 71.4%
資本的収入 1,587万円 1,064万円 67.0% － －
資本的支出 1億7,936万円 － － 1億4,716万円 82.0%

※特別会計とは、公共下水道事業・国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療の4会計を指します。
※3月末現在の状況であり、決算額とは異なります。

下半期には次のような事業を実施しました
児童生徒が安心して学校生
活が送れるよう、学校施設
の中長期整備計画を策定し
ました。

幸保育所

西浜保育所
第2海田南児童クラブハウ
ス整備のため、実施設計を
行いました。

海田東公民館

幸保育所・西浜保育所および海田東公
民館について、耐震診断を行いました。

防災行政無線の音声を屋内
で受信希望する町民に、防
災ラジオを有償配布しまし
た。

老朽化が進んでいる消防ポンプ車を普
通積載車に、軽積載車を軽輸送車に買
い替えました。

ごみ焼却施設の解体工事を
行うための、実施設計およ
び事前調査を行いました。

利用者の利便性を図るため、
三迫公園のトイレを改築し
ました。

海田町の玄関口としてふさわしい賑わ
いのあるまちづくりを進めるため、海
田市駅南口線整備工事を行いました。

老朽化する公営住宅を計画
的に改修・整備し、住環境
の向上を図るため、町営住
宅長寿命化計画を策定しま
した。

財政課　☎8 2 3 - 9 2 0 1
　　　　58 2 3 - 9 2 0 3

後期高齢者医療保険料率などが
改定されます

●保険料の計算方法
　年間保険料額（※1）　＝　均等割額　＋　所得割額
　　　限度額55万円　　　　　　  43,735円　　　　（総所得金額等（※2）－基礎控除（33万円））×所得割率8.35％

　※１　４月から翌年３月までを１年として年間保険料が計算されます。
　※２　総所得金額等とは、「年金収入－公的年金控除」、「給与収入－給与所得控除」、「事業収入－必要経費」などで社会保険料

控除などの各種所得控除前の金額です。また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や株式等の譲渡所得など
で特別控除後の額）も総所得金額等に含まれます。

　・所得の低い世帯の被保険者や後期高齢者医療制度加入直前に被用者保険の被扶養者であった人は、
平成23年度と同様に保険料の軽減措置があります。

●医療費の負担構成
　後期高齢者医療制度の医療費は、病院で
窓口負担（１割または３割）をしていただ
き、残りの金額を皆さんからの保険料約１
割、公費約5割、現役世代からの後期高齢
者支援金約４割で賄われています。

後期高齢者医療保険料率などが
改定されます 長寿保険課　☎8 2 3 - 9 6 0 9

　　　　　　58 2 3 - 9 6 2 7

平成24年度および平成25年度における後期高齢者医療保険料率などが変わります。
高齢者の一人当たりの医療費の増加などにより、保険料が増額されます。

●年間保険料の比較例
【１人世帯の場合】

※他の収入は無しとする。

【２人世帯で、２人とも
　後期高齢者医療制度に
　加入している場合】

※他の収入は無しとする。

平成24年度後期高齢者医療保険料額決定通知書は、７月中旬に送付します。

均等割額……被保険者全員が均等に負
担する保険料額

所得割率……所得に応じて負担する保
険料（所得割額）を算出
するための率

賦課限度額…年間の保険料額の上限額

平成22・23年度
均等割額 41,791円
所得割率 7.53％

賦課限度額 50万円

平成24・25年度
均等割額 43,735円
所得割率 8.35％

賦課限度額 55万円

1,944円増
0.82ポイント増
5万円増

●保険料率など

「医療費10万円、窓口負担1割」
の場合
【窓口負担額】：1万円
【保　険　料】：約9千円
【公費（国・県・町）】：約4万5千円
【現役世代支援金】：約3万6千円

医療費の負担構成例

公費
（国・県・町）
約50％

現役世代
支援金
約40％

保険料
約10％

構成図（窓口負担を除く）

公的年金収入 平成23年度 平成24年度 比　較
80万円の場合 4,179円 4,373円 194円増

203万円の場合 52,257円 55,863円 3,606円増

公的年金収入 平成23年度 平成24年度 比　較
夫：168万円
妻：80万円の場合

夫 11,915円 12,822円 907円増
妻 6,268円 6,560円 292円増

夫：300万円
妻：120万円の場合

夫 152,482円 166,480円 13,998円増
妻 41,791円 43,735円 1,944円増


